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　九州看護福祉大学紀要第14巻をお届けいたします。6編の投稿を頂き（原著論文4編、研究

報告2編）、ここに発刊となりましたこと、紀要編集委員会としても大きな喜びです。

　一連の編集作業の流れの中、特に大きな尽力を賜りましたのが12名の査読者の方々です。

お忙しいにも関わらず多大な時間を割いて頂き、投稿者個人の、ひいては大学全体の研究推

進、レベル上昇化にご尽力頂きました。心より御礼申し上げます。

　平成26年3月には鍼灸スポーツ学科、口腔保健学科の新設2学科より、初めての卒業生が巣

立つこととなり、大学としても大きな一歩を踏み出す年となります。更なる本学の飛躍の一

助に当紀要がなればと、切に願う次第です。

平成26年2月3日
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